
1 　2016年 8 月台風10号による国道274号被災概要
　平成28年 8 月17日～23日の 1週間に 3個の台風が北
海道に上陸し、道東を中心に大雨により河川の氾濫や
地盤災害が発生した。また、 8月29日から前線に伴う
降雨があり、その後、台風10号が北海道に接近し、30
日から31日の深夜にかけて、日勝峠周辺では、局地的
に非常に激しい豪雨となった。 8月30日23：00～0：00に
は、時間雨量55mmを記録する猛烈な雨となり、降り始
めからの積算降水量は観測史上 1位となる488mmを
記録した。図 1は、30日10：00、14：00、31日0：00のレー
ダー降水分布図である1）。日高山脈の東側から大雪山
系の南側にかけて、特に、日勝峠周辺で、時間雨量
50mmを超える豪雨が長時間にわたり発生しているこ
とが分かる。これは、台風10号によってもたらされた
東寄りの暖かい気流が日高山脈にぶつかり、地形性降
雨＊1が卓越したために生じたと考えられる2）。また、
7合目（標高755m）以上の標高で豪雨となったのに対
して、山麓部ではほと
んど降雨がなかったこ
とが特徴的である。す
なわち、この特徴的な
地形性降雨によって、
標高が高いところでは
至る所で斜面崩壊がも
たらされ、標高が低い
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ところでは河川増水に起因する地盤の浸食や洗掘（削り
取ること）が生じることになったと考えられる。
　図 2 に、国道274号日高町千
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（42.9km）の被災箇所を示す1）。当該区間における被
災は、落橋などの橋

きょう

梁
りょう

損傷箇所が10カ所、覆道損壊箇
所が 3カ所、道路本体が大きく欠損した箇所が 6カ所、
切土・盛土崩壊箇所が47カ所であり、合計、66カ所が
被災した。当該区間の地形・地質の特徴は、北海道の
背骨にあたる日高山脈を横断している地形であるこ
と、日高町側には日高変成帯＊2に属する変成岩・深成
岩（マグマが地下深部でゆっくり冷却・固結してでき
た岩石。花
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こう
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など）と日高帯および空知－
エゾ帯に属する非変成の砂岩・泥岩が分布しているこ
と、日高山脈の山頂付近から清水側が、日高帯の堆積
岩類を貫く花崗岩類から成っており、浅部は風化によ
りマサ化（花崗岩が風化して砂になること）が進行し
ていること、また、風化花崗岩類の上位には、凍結破

＊ 1 　地形性降雨
湿潤な大気が山地をはい上がることにより冷却、凝結して降る雨。

＊ 2 　日高変成帯
日高山脈に分布する広域変成帯。変成作用（地下深部で岩石が湿度や圧力
の上昇によって変化し、鉱物組成や組織の違う岩石になること）により生
じた変成岩が広く帯状に連なって分布している。
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国道274号日勝峠で何が起きたのか
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図 1 　 8 月30日～31日のレーダー降水分布1）
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砕、凍結融解、ソリフラクション＊3により形成された
周氷河斜面堆積物が覆っており、角

かく

礫
れき

混じり土砂が分
布していることなどである。
　以下に、日勝峠に至る十勝側と日高側の地盤災害と
その要因について地盤工学的な側面から検討する。

2 　国道274号日勝峠に至る十勝側の地盤災害
　図 3に、 7合目付近の盛土崩壊状況を示す。本箇所
は道路曲線部が大きく崩壊し、道路本体が大きく欠損
していることが分かる。本箇所は、より標高が高い 8
合目方向からの大量の舗装表流水および土石流の一部
が流下して、道路線形が直
線から曲線に変化する地点
の盛土斜面の肩部を浸食・
洗掘したことにより、大規
模な崩壊が発生したと考え
られる。図 4には、図 3の
標高より高い位置の 7合目
付近（石山トンネル付近）
で発生した土石流の状況で
ある。図に示すように、路
面には土砂・石・樹木が堆
積しており、土石流を構成
する土は、風化花崗岩が細
粒化したまさ土である。

　国道274号日勝峠に至る十勝側の地盤災害の特徴は、
7合目以上で豪雨が発生し、風化花崗岩が細粒化した
まさ土で構成される地盤に大量の雨水が浸入し脆

ぜい

弱
じゃく

に
なり、沢部で土石流が発生するとともに、舗装表流水
と一体化して道路表面を流下、道路線形（道路の曲が
り具合や勾配など）が変化する地点に集中して集まる
ことにより、盛土の路肩部を浸食・洗掘したこと、ま
た、道路下の横断管や縦断管に多量の土砂や流木が侵
入し、閉塞することにより排水機能が低下して管周辺
がさらに浸食し、盛土崩壊に至ったと考えられる。

＊ 3 　ソリフラクション
流土ともいう。土や岩が土中の水の凍結、融解の繰返しによって斜面を下
に向かってゆるやかに流動する現象。
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図 4 　十勝側 7 合目付近の土石流発生状況：⒜道路状況　⒝堆積状況

図 2 　国道274号日勝峠（日高町千栄～清水町清水間（42.9km））の被災箇所1）
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図 3 　十勝側7合目付近の盛土崩壊：⒜崩壊状況全景　⒝崩壊状況
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3 　国道274号日勝峠に至る日高側の地盤災害
　国道274号日勝峠日高側の地盤災害は、山麓部では
河川増水による橋梁基礎の洗掘や道路本体の欠損、切
土や盛土の崩壊などが特徴的である。特に、大規模被
災箇所として、三国の沢シェルター（図 2、No.29）、
7 ～ 9 合目（No.16～28）、清瀬覆道（No.10）および
千
ち

呂
ろ

露
ろ

橋（No. 1 ）などが挙げられる。図 5に、三国
の沢シェルターの地盤災害状況を示す。本箇所は、沢
埋め盛土に設置されたシェルターであり、盛土内部に
横断管が埋設されていた。豪雨により河川が急激に増
水したことにより、多量の土砂や流木が流下して横断
管を閉塞し、行き場を失った流水により管周辺部が浸
食・洗掘され、路体が崩壊したと考えられる。図 6に
は、 7～ 9合目付近の盛土・切土崩壊状況を示す。図
7に示すように、盛土箇所は傾斜地盤上に構築されて
おり、道路表面に発生した大量の表流水により路肩部

が浸食・洗掘されるとともに、地
じ

山
やま

（自然のままの地
盤）と盛土の境界部を水みちとして盛土内に地下水が
浸透したことで間隙水圧が上昇し、せん断強度（せん
断に耐える限界の強度）が低下して崩壊に至ったと考
えられる。一方、切土部の崩壊は、斜面上の地盤が不
均質な土質で水みちができやすい条件であったこと、
斜面背後地は小規模で浅い集水地形となっており表流
水が集中し易い箇所であったこと、また、小

こ

段
だん

（斜面
の途中に造る小さな段）排水や法

のり

頭
がしら

の排水に多量の水
が流入したことで越流し法

のり

面
めん

（切土や盛土によって造
られた傾斜地の斜面部分）を浸食・洗掘したことなど
が要因となって崩壊に至ったと考えられる。

自然災害に備える　第 5回
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図 5 　国道274号三国の沢シェルター崩壊状況1)　⒜崩壊状況　⒝下流側からの崩壊状況

図 6 　No.27付近の崩壊状況　⒜切土崩壊状況　⒝盛土崩壊状況

図 7 　盛土部の崩壊要因
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4 　国道274号日勝峠の地盤災害と今後の課題
　国道274号において、日勝峠を含む日高町千栄～清水
町清水間（42.9km）で発生した地盤災害の特徴は、 7
合目以上の高地で豪雨が発生し、風化花崗岩が細粒化
したまさ土で構成される地盤に大量の雨水が浸入し脆
弱になり、沢部で土石流が発生するとともに、舗装表
流水と一体化して道路表面を流下、道路線形が変化す
る地点に集中して集まることにより、盛土の路肩部を
浸食・洗掘したこと、また、道路下の横断管や縦断管
に多量の土砂や流木が侵入し、閉塞することにより排
水機能が低下して管周辺がさらに浸食し、盛土崩壊に
至ったと考えられる。一方、標高が低い地域では、河
川の増水により、河川近接部の道路や橋梁の橋脚基礎
あるいは橋台背面が浸食・洗掘され、崩壊に至ったと
考えられる（図 8、図 9）。

　今回の災害は、過去20年間で観測史上最大の降雨に
起因していることは明らかである。したがって、当該
区間では、これまで降雨量が比較的少なかったことも
あり、大きな災害に見舞われることもなかったと考え
られる。また、横断管や縦断管などの排水工の設計条
件は、過去の降雨量をベースにすることが基本である
ので、自ずと対応可能な排水能力が限定される。
　今後の課題として、最近の気候変動に起因している
と考えられる、これまで経験したこともないような降
雨が発生した場合でも対応可能なように、降雨量に対
する設計条件を引き上げる必要性があることを示唆し
ているのではないだろうか。すなわち、気候変動に伴
う潜在的な地盤災害リスクに対して、土構造物の設計
施工・維持管理方法の改定等を視野にいれて種々の検
討を行う時期にきていると思われる。
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※2016年 8 月豪雨を振り返る⑤は、10月号の予定です。

日勝峠の復旧工事の進捗状況を見ることができます
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図 8 　岩瀬橋の被災状況

図 9 　千呂露橋の被災状況　⒜被災直後　⒝応急復旧後
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